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皮膚：急性潰瘍

皮膚：紅斑
水晶体：白内障

生殖器：不妊

皮膚：脱毛
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100％の人が死亡

50％の人が死亡

悪心・嘔吐

血中リンパ球
の減少

100mSv 以下では
がんの増加は確認
されていない

職業被ばく限度
（年 50mSv）

管理区域の明示
（年 5mSv 相当）
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外国人労働者に対する安全衛生教育教材作成事業（建設業）

共通「電離放射線障害防止対策」
安全衛生のポイント

	受けた放射線量が小さい場合（100mSv 未満）に障害が
発生するかどうか、はっきりとした医学的知見がなく、
長期の調査からも、100mSv 未満の者には、がんの増加
は認められていません。

（１）電離放射線の生態に与える影響①

放射線や放射能を表す
のに使われる Sv（シー
ベルト）とは人体に与え
る影響を表す単位です。

単位について
は 3ぺージを
ご覧ください。
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共通「電離放射線障害防止対策」
外国人労働者に対する安全衛生教育教材作成事業（建設業）

（２）電離放射線の生態に与える影響②
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（３）被ばく線量の管理に用いる単位について

cpm（シーピーエム）：
　放射線測定器により１分間に放射線を
　計測する数を表す単位。

Bq（ベクレル）：
　原子核が１秒間に壊変する数を表す単位。

Sv（シーベルト）：
人が被ばくした場合に、がんなどの
遺伝的影響が発生するリスクを評価
するための単位（放射線の種類と各
組織・臓器が受ける影響を全身で評
価できるように換算した単位）。

単位のイメージ

ベクレル
Bq

カウントパー
ミニッツ
cpm

シーベルト毎時
Sv/ 時

シーベルト
Sv
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	管理区域に立ち入る間（除染等作業に従事している間）、
次の部位に放射線測定器を装着してください。

（４）外部被ばく線量の測定

・�男性又は妊娠する可能性
がないと診断された女性
の胸部
・�女性（上記の女性を除く）
の腹部

折り曲げない
強い衝撃を
与えない

水に濡らさない

APD、PD

バッジ

男性は胸部に、女性は腹部に装着

体に受ける被ばく線量が均等でない
場合には、次の部位にも装着する必
要があります。
・�頭、頸部、胸・上腕部及び腹・大腿
部のうち、最も多く放射線にさらさ
れるおそれのある部位
・�最も多く放射線にさらされるおそれ
のある部位が上記以外の場合は、最
も多く放射線にさらされるおそれの
ある部位

体幹部

腹部と大腿部

■＝未端部

外部被ばくのイメージ

頭部と頸部

胸部と上腕部
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	内部被ばくは、ホールボディカウンタ（WBC）などで､
吸入摂取又は経口摂取した放射性物質による被ばく線量
を算定します。

（５）内部被ばく線量の測定

WBC
（ホールボディカウンタ）

	外部被ばくと内部被ばくの測定結果は、事業者から受け
取って、大切に保管してください。

内部被ばくのイメージ
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（６）被ばく線量の管理の方法に関する知識

放射線業務等の被ばく量の限度は、

５年で100mSv、かつ、１年で50mSv
です。

●�女性（妊娠する可能性がないと診断された方を除く）
は、３か月間で５mSv
●妊娠中の女性は、その期間で １mSv

※電離放射線障害防止規則などで定められています。

喫煙等の禁止

放射性物質を吸入摂取、又は
傾向摂取するおそれのある作
業場では喫煙し、又は飲食す
ることは禁止です。
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（７）特別教育

	初めて放射線業務などに従事する前に、必ず特別の教育
を受けてください。

　　　	 　・透過写真撮影業務
	 　・加工施設等において核燃料物質等を取り扱う業務
	 　・原子炉施設において核燃料物質等を取り扱う業務　
	 　・事故由来廃棄物等の処分の業務
	 　・除染等業務
	 　・特定線量下業務

	 教育科目は、
	 　・電離放射線の生体に与える影響
　　　・当該業務における作業方法及び設備の取扱い　など



8

共通「電離放射線障害防止対策」
外国人労働者に対する安全衛生教育教材作成事業（建設業）

（８）健康診断

	放射線業務などの作業を常時行う場合には、医師による
健康診断を受けてください。

	 □実施頻度は、
	 　・雇入れ又は当該業務に配置替えの際
	 　・上記の際の健康診断の後、
	 　　６月以内ごとに１回、定期に

	 □診断項目は、
	 　・被ばく歴の有無の調査及び評価、
	 　　白血球数等の検査、赤血球数の検査、
	 　　白内障に関する眼の検査、皮膚の検査　など
	 　　（一部を省略するなどの場合があります。）

	健康診断の結果は事業者から受け取って、大切に保管し
てください。
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